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公務貝犯罪に関するわが国の実証的研究は，その黎明

期にあるといって差支えない。これまでに発表された研

究菜績も決して数多いとはいえない。そのなかの代表的

な業績といわれるものも，そのほとんどが外国文献の紹

介に終始したものや，統計数値をいじる程度の断片的な

zll例報告に終るものが多かった。

水論文は，このようなわが国におけるこれまでの研究

業績とは興り，社会学理論，とくに，サザランドのデイ

フェレンシアル・アソシエーションの理論を座標軸とす

ることによって，戦後変動過程におけるわが']E|公務員犯

罪現象を体系的，理論的に分析・整理し，その動態を首

尾一貫した枠組のなかで把握しようとしたものである．

特に，公務員犯罪に関して,わが国の上級公務員と中級・

下級公務員とが犯す犯罪が質的に'１１違している点に注目

し，」芒級公務員の犯罪を１１i祝しながら，その；'1織性，人

間関係，社会関係，犯罪期間，犯罪の種類等の諸項目に

ついて，IVjl別にその特性を鞭明した点に研究の独自性が

ふられる。

公務員犯罪は，ここ数年，犯罪白書にもゑられるよう

に，現代社会に生起する而要な社会問題でありながら，

資料入手が最も困難な未開拓の研究領域であった。その

ような状況のもとにあって，日本の現実に2t起した龍の

資料を緒力的に探索し，それに基づいて実証的に研究を

進めた本論文は，わが国における「公務員犯罪研究」に

ユニークな地位を占める本格的な研究業績であるといえ

る。
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